













という GHQ内の公衆衛生福祉局（Public Health ＆Welfare Section，以下 PHWと略記する）の指導
に基づいて，医学専門学校や歯学系専門学校の大学「昇格」が 1946，47年に集中的に進められた流








































のは 6校で，1947年の時点では共学大学 3校，女子大学 3校であった。しかし，女子医大中 2校が



















































文部省は 1947年 1月 29日，医学教育に関係する地方長官及び専門学校長会議において，おおよそ
次のような内容を伝えた。すなわち，GHQの意向は① 1951年以降の医学教育は予科 3年，本科 4年，
臨床 1年程度の形態をとる医科大学においてのみ行い，卒業生は国家試験を受けること，②この方針








子医専は公立 8校と私立 3校存在したが，私立 3校は一定の歴史があり，専門学校としての認可は東
京女子医専（設立は 1900年）が 1912年，帝国女子医学薬学が 25年，大阪女子高等医学は 28年であっ
た。このように，私学の場合は創立以来一定の歴史をもち，被災した学校もあったが，教員や設備な
ども整備されていた。それに対して，公立の女子医専 8校はすべて戦時下に急遽設立されている。各



















女子医専の処置に対する GHQや PHWの考えを示す資料が確認できる。すなわち，GHQの PHW文































































続いて，文部省は 1947年 6月 6日に官公私立 20校の医学専門学校長を招き，A判定の医学専門学
校 21校中，15校に医科大学予科の開設を指示した。具体的には，①官立 5校は予科を開設せず，旧
制高等学校から学生を募集する，②東京女子医科など 4女子医専は予科 1年のみを募集する，③大阪








































































































































































































名古屋市立女子医科大学予科の 47年度の状況を見ると，予科 3年生は名古屋女子医専 3，4年生と
他の女子医専からの編入者で 16人が合格した。2年への入学者は 31人，1年への入学者は 48人であっ



















大学設立及び予科の開設が認可された。続いて，旧制の学部開設が 1950年 3月 30日に認可され，新













































































































名古屋市立女子医科大学は，1947年 6月 18日に大学設立と予科の開設が認可され，予科の 3学年
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